
（別紙様式）学力向上の実践校リスト

鏡 野 町 立 南 小 学 校
キーワード

標 題

①学校の概要（平成２５年７月１日現在）

・児童生徒数 ２６３名 ・学級数 １２学級 ・教職員数 ２６名

②取組を始めた経緯 ③取組の実施体制

３ 思考力・判断力・表現力等の育成

言語活動の充実による活用力（思考力・判断力・表現力）を伸ばす授
業づくり

全国学力・学習状況調査などのアセスメン
トテストの検証から、活用型問題により大き
な課題があったので、活用力（思考力・判断
力・表現力）を伸ばす取組を始めました。

校内研修の研究テーマに位置づけて推進。
『管理職・全体研修会で方針決定』
《研究組織》
①研究推進委員会（研究方針素案検討）
②研究班【学力向上班】【生活習慣作り班】
③学年部【低学年】【中学年】【高学年】【特
別支援学級部】

④学力向上に向けた具体的な取組

研究班ごとに計画した内容が具体的な取組となっています。
【学力向上班】《校内研究を中心とした学力向上の取組》
１ 学習内容の定着を図るための習得の取組
（１）学習ハンドブックの作成【低学年から高学年まで一貫した学習規律】
（２）言語活動の充実【書く・読む・話す・聞く・話し合いの技能の向上】
（３）語彙を増やす活動【辞書の活用・読書活動】
（４）伝統的な文化に触れる取組【ことわざ・四字熟語・俳句、川柳、短歌・カルタ・百人

一首】
２ 活用力の向上を図る取組
（１）活用力の向上を図るための授業改善【「話し合い」や「説明」の表現活用】

※「話し合い」や「説明」することが、児童の活用力向上につながると考え、
指導過程に「話し合い」や「説明」の表現活動を取り入れました。

（２）教科領域を限定せず、指導過程を統一した授業展開【指導過程を「つかむ」⇒
「向き合う」⇒「探究する」⇒「振り返る」とし、「話し合い」や「説明」を
取り入れた１単位時間の進め方を統一】

【生活習慣作り班】《家庭や地域と連携した授業外学習支援活用の取組》
１ 家庭と連携した体と心の健やかな成長（望ましい生活習慣チェック）
（１）あいさつ（挨拶や返事をしっかりする取組）
（２）ノーメディア（テレビ・ゲーム・パソコンなどのメディアを遠ざける取組）
（３）家庭学習（時間の設定や自主学習促進の取組）

２ 地域と連携した授業外学習支援《地域の指導者による補充学習》
（１）放課後児童クラブの指導員による家庭学習（自主学習）支援



⑤取組の成果と課題

⑥取組の継続・発展の要因

⑦管理職・中核教員等のアクション

《取組の継続が必要な理由》
○学習内容の定着を図るための習得の取組により、基礎学力の定着を今まで以上に継続させる
ことが重要と考えています。
○学力向上のポイントを活用力向上に焦点を当てていますが、活用力向上のためには基礎力が
なければ達成は難しくなります。活用力向上のための授業改善に全力で取り組む一方で、基礎
基本の習得についても今まで以上に大切にしています。
○家庭と連携した取組の家庭学習について、自主学習の充実に継続して取り組むことが重要と
考えています。
○活用力向上のためにも、宿題以外に児童自身が計画して取り組んだり、保護者と一緒に準備
して取り組んだりする自主学習が有効と考えています。

○成果
・【学力向上班】での学習内容の定着を図るための習得の取組により、基礎学力の定着が進み
ました。特に、鏡野町実施の学力調査ＮＲＴの結果が良好で、全校児童の偏差値が全国との比
較で国語で５４、算数で５８となりました。
・【生活習慣作り班】での家庭と連携した取組では、家庭学習での自主学習の時間が増えてき
たことが、学校評価のアンケート資料からわかりました。
○課題
・【学力向上班】での活用力の向上を図る取組で、現状では授業改善の成果がまだ表れていま
せん。鏡野町実施の学力調査ＮＲＴの結果では、活用型問題の４年生以上の偏差値が、国語で
４６、算数で４８です。全国や県の学力学習状況調査でも、活用型問題を苦手としています。

⑦管理職・中核教員等のアクション

⑧資料・写真等 Ⅰ「家庭学習の手引き」 Ⅱ「自主学習の進め方」

⑦管理職・中核教員等のアク
ションで記した「２ 家庭学習で
の自主学習の工夫」で、
Ⅰ「家庭学習の手引き」
Ⅱ「自主学習の進め方」

の二つについて右に資料として示
します。
右の資料は表裏にしてラミネート
し、児童がランドセルに入れて持
ち歩けるようにしています。
下敷きとしても使っています。

《管理職・中核教員等》
１ 活用力向上につながる授業改善の工夫【管理職】
（１）授業改善の具体的な進め方について、積極的な働きかけで校内研究テーマと関連

づけて組織で対応するよう働きかけました。
（２）管理職が実施する定期的な授業観察で、授業観察返信シートの評価項目に授業改善

の内容を設け、授業者一人一人に具体的に進捗状況を指導しました。
２ 家庭学習での自主学習の工夫【教務主任・研究主任】
（１）学校評価の評価項目に自主学習の時間増の内容を設け、保護者に開示して意識づけ

を図りました。
（２）家庭学習の手引きに工夫を加え、より自主学習に取り組みやすいよう改善しました。


